
／くクス  報告者名   ター  

一般名   

該当なし  原栢劇名  人血焚  原産国  米国  含有区分  添加物  
出典   

∈merglnfe¢tD旭  

2006：1之：1041－  

1043  

概要   

－－－－－－■■■・■▲◆－－－■■▲■・■l■■■・一－－■■－・■■・■■－■■－■－－■■－－■■一■■■■－■■■■－■■－－●－■■■－■■－－■－■■■■一■■■■－■■－  

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し  
た5鰻の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血津はH5Nlインフ  
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、A／Thailand／NK165／05acGeSSionno．  
DQ37259卜8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）遺  
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005H5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。  

2006／06／29  

バクス ター  
該当なし  

トロンビン  
人血兼  米国  

有効成分  
2006／06／29  

2006：12：104卜  

Emerg】nfectDis  1043  

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡L  

た5歳の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血兼はH5Nlインフ  
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、A／Thai］and／NK165／05acces＄ionno．  
DQ37259卜8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）遺  
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005日5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。  

該当なし   

該当なし  

／ギクス  

ヘパリンナト  

リウム   
テ罰≡序三ジ  
液  

人免疫グロ  
ブリンG  

ブタ腸  ウシ肺  

中国   

ウルグア  
イ又は  
＿ユ■  

ジーランド  

米国  

製造工程   

有効成  
分・添加  
物   

有効成分  

2006／06／29  

バクス  
ター  ター  

乾燥イオン交換樹脂処理人  
免疫グロブリン  ／くウス ター  

人血兼  宥‾  2008／06／29  

2006；12：1041－  EmergInfectDjs  1043  
タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月丁日に死亡し  

た5歳の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血鞭lまH5Nlインフ  
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、AノTha拍nd／NK185／05a¢ee＄如nno．  
DQ372591－8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）遺  
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005H5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。   
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r、1  

生物由来成   
分名  

ペプシン処  
理人免疫グ  
ロブリンG分  

屑  

概要   

米国で医薬品製造用血靖プールの検体においてPCR法により／くルポ  

ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血兼Iまヨーロッパと  
北アメリカで集められたものである。その招果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV引こ陽性であった。  

出典  

暦材劉名  ヒト血液  含有区分  有効成分  
報告者名   

化学及血  
清療法研  
究所  

一般名   

乾燥ペプシン処理人免疫グロ  
ブリン  

原産眉  日本  ／くルポウイル  EmergInf8¢tDis  
2008；12：15卜154  

肝炎  非特異的PCRを行った後、染色体由釆章配列菅除去することにより、非A－  
E肝炎患者の血清から、外来PNA断片が得られた。これらの内の一つ  
をNVイと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非  
A－E肝炎患者89例中17例（24．8％）に検出された。NV－F陽性患者郎例中  
側例（75．4≠）の血清中に杭NV－F抗体が検出された。また免疫儀光分析  
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV－Fは  
ヒト肝炎に関連する新規の1本鎖DNA断片である。  

JInfe（）tDi82008；  

193：1089－1097  

トロンビン   

ヘパリンナトリウム注射液   

トロンビン  

トロンポプラ  
スチン  
ヘパリンナト  

リウム  
トロンビン  

ブタ肺   

健康なブタ  
の賜粘膜  
ウシ血液  

製造工程   

有効成分  
デンマー  

ク  

ブラジル   

＿ユ■■  

ジーラン  
ド、オヤス  
トラリア、  
アルゼン  
チン  

非献血：米  

国 献血：  

日本  

所フ己烹高官  人ハブトゲロビン  人ハブトゲロ  
ビン  

人血液  有効成分  
2006／07／10  ベネシス  

米国で1987年から1998年の間に川∨感染小児患者57例から採取し、凍  
結保存した末梢血単機細胞（P8MC）と2002年から2003年に健禽者19例  

から採取した新鮮PBMOにおいてヒト／くピローマウイルス（HPV）DNAを  

調べた。患者8例と健儒者3例がHPV型18ゲノムの2つのサブグループ  
の大部分に陽性であり、これら11のPBMC検体すべてで検出された  
HPVゲノムはエビソーム型として存在した。PBMCはHPVのキャリアであ  
り、血液を介してHPVを広めるおそれがあることが示唆された。   

2005；43：5428－  

JClinMiGrObi01  543ヰ  
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概要   

－■■■．－■■■■■－－■■－■■■－－－■■■■■■■－■1－■■■■－■■■■■■■■－■■一一■■●∨一一■■■－■■■■■■－’－■－■■●l■■■■－▼■－■■■－■■l■l－  

米国において、専性、抗菌薬耐性、あるいはその両方が高まった  
Clostridiumd肺icileの薪菌株の出現により、関連疾患の発生率と重症  
度が上昇している可能性が示唆されている。2000年から2003年に本菌  
関連疾患の集団発生が起きた8医療施放から得た本菌の分離株187株  
を、2001年以前の分離株データベースと比較した。その緒果、全施設  
の分離株で同定された最近のBI／NAPl株は、ガチフロキサシンとモキ  
シフロキサシンに耐性を示すことが明らかとなった。  

出典   

NEnglJMed  
2005；353：2433－  

2441  

感染症（PTラ  クロストリジウ ム感染  

＿＿＿＿＿＿－■■．－－＿■－＿－■－■■■■■■■－■■■●■－■■■■－■l■■■－－■－■■■■■1－－●■－■■■■－■l一一■t●一■■●■■一  

輸血関連の新しいvCJDl症例が最近診断された。患者は、献血をした  
約20ケ月後にvCJD症状を呈したドナーからの輸血を受け、輸血後約8  
年でvCJDを発症した。患者はまだ生存している。本症例は3例日の輸  
血によるv（〕JD感染例である。  

異型クロイツ  英国保健省  

ブ  2006年2月9日  
フェルトヤコ  
病  

●一●一■■－－■■－■■■■■■－■●一一－■一一－－■■－■－－－－－■－－■■－－－■－－■■－一－一一■一一一■■一■■－一■■－■一■■一一  

柑98年から1999年の韓国の血友病患者におけるHAV感染と血液凝周  
回子との因果関係を調べるため、比較対照試験と分子学的HAV検出を  
行った。疫学的嗣査およぴHAVRNA配列検査から、凝固因子VHIの1  
日ツトがHAV感染に関与していたことが明らかになった。  

A型肝炎  Epidemb＝nfect  
2006；134：87－93  

1－－■■■■■■■l■一■■■一■一■－－－－－■－－■－■■■●－－●■■－－－－－■－－－－－－－■－－－－←■－－－，－－－■－－●■一一■■－■■一一■  

医薬品製造用血幣プールの検体においてPCR法によりパルボウイルス  パルボウイル ス  Emsrg infect Dis 
2006：12：15卜154  （PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血紫lまヨーロッパと北アメリカ  

で集められたものである。その積果、137プール中7例がPARV4およぴ  
PARV5に陽性であった。   
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感染症纏哨   

異型クロイツ  

出典  概婁   

2006年1月11日の血液専門委良金策61回会練で可決されたvCJDに関  
するドイツ連邦保健省血液専門費員会の通達である。まだ使用されて  
いない血液製剤によるvcJDの感染を防止し、感染の可能性のある供  
血を予防し、感染が生じた場合の解明の手順を定めた。  

Inst托ut／Voten  

desArbe托skeis08  Rob¢止K08h   Blut／Votum33  フェルトヤコブ 病  

ウイルス感染  Pr（〉Mt∋d20080225  

－0¢18  

インド洋海域からフランス本土への帰国者の中にチクンケンヤ感染者  
が発見された。フランス保健省によるとチクンケンヤ熟は治療法もなく、  
ワクチンもなく、フランス領レユニオン島では77人が死亡し、現在も人口  
の約20痛く感染している。  

ウイルス感染  
ヒトにおける∨¢＄ivirus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血  
液検査研究所で19㈹年から1999年に供血青から集められた血清785  
例について検査した。その結果、抗体陽性串は、健常ドナー群で  
12％（374例中44例）、高ALT臆群で21％（350例中73例）、感染が原田と  
疑われる肝炎患者群で29轍1例中12例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者嘱で47％（用例中7例）であった。さらに、RT－POR試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．8ち）が陽性であり、既知の∨osiv山路と  
関係があった。これらのデータは、換重された血液ドナーの中に、過去  
にVesivimsに感染したヒトも、またVe8iviru8ウイルス血症青もいることを  
示している。  

JMedVim12006：  
78：¢93一TOl  

肝炎  J】nf印tDis200¢；  

193：1088－10！け  
非特異的PCR菅行った後、染色体白米配列菅除云することにより、非A－  

E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ  
をNV－Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非  
A－E肝炎患者柏例中17例（24朋）に検出された。NV－F腸性患者朋例中  
40例（丁ち朋）の血清中に続NVイ抗体が検出された。また免疫蛍光分析  
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV－Fは  
ヒト肝炎に関連する新規の1本鎖DNA断片である。   

柑6ページ  



概要   

－－■■■－▼■■－■■■－■▲■●－■■■●l■■ll■－－●■■■■■－J■－■●t■－■－■－－■■－■■1■●■■●一■●■■■●●■■■■■■－－■l■●■l■■■－11■－  

サル泡沫状ウイルス（SFV）は非ヒト霊長動物で蔓延している非病原性  
感染症であるが、唾液を介して伝播すると考えられている。最近ヒトで  
の感染が報告された。SFVが血液を介して伝拝するかを駒べるため、  
SFV陰性アカゲザルに生物学的および遺伝的に異なったSFVに感染し  
た2匹のアカゲザルの血液を輸血し、ウイルス感染および持績、抗体反  
応、臨床的変化をモニターした。接種後1年日の縮黒から、全血でSFV  
が伝播することがあることが示された。  

賎象症洋間   

ウイルス感染  

出典   

JMedPrimato1  
2005：34（Sl）：333  

土壌ミネラルと病原性プリオン蛋白（PrPSG）の相互作用を検討すること  

によって、土壌がTSE蓄積体として提供される可能性を調べた。その結  
果、2種類の粘土ミネラル、石英およぴ4種類の全土壌サンプルに  
PrPScが吸着し、感染性も維持されることが明らかとなった。我々の研  
究結果は、土壌項境に入ったP押Scは生物に利用できる形態で維持さ  
れ、プリオン病の動物感染を永続させるとともに、他の種をこの感染性  
病原体に曝露させる可能性があることを示している。  

異型クロイツ  PしoSPathogens  

2006こ2：e32  

フェルト・ヤコブ 病  

BMJOn裾帽  

ブ  8804．511844．55  

異型クロイツ  ji面車から福由年に、事雨晴に20－由触であった患者から得られた虫  
垂および馬脚2674検体のうち、病原体プリオンに陽性染色であった3  
例（虫垂）について、プリオン蛋白の遺伝子型分析を行った。3検体中2  
例で分析が可能であり、両者ともプリオン蛋白遺伝子（PRNP）コドン129  
の／くリンがホモ棒合体であった。今まで嗣べられたvCJD患者は、メチ  
オニン／／叫ンのヘテロである医原性の1例を除いて全て、PRNPのコド  
ン129がメチオニンのホモ捷合体サブグループであり、／くリンホモ拝合  
体サブグループがvcJDに対して感受性があることが初めて示された。  
この遺伝子型のvCJD感染者は長い潜伏期間を有している可能性があ  

り、この間に水平感染が供血または無症候期の感染者に使用された汚  
染手術用具のいずれかから起きる可能性がある。   

フェルトヤコ  

病  
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出典   

Lancet Neurol 
200¢；5：393－398  

概要  

‾  
言草天声茶道高手高藤：ま簑汚職謹弓ぢ砺訴ジ丁……穂高草野  

フェルト・ヤコブ 病  
（MM、MV、VV）のPrPま自を発現するマウスを作♯し、BSE又はvCJDを  
棒種し、疾患の臨床的及び病理学的な徴候を評価した。その縮黒、  
BSEはウシの系には感染したが、ヒトの系には感染しなかった。対照的  
に、VCJDはヒトの3つの系全てに感染したが、各々の遺伝型で病理学  
的特徴、感染効率が異なった。MMは感染効率が高く、病理学的特徴お  
よび臨床症状が早く発現した‥VVは感染効率が最も低く、発現までの  
期間が長かった。BSEからヒトヘの感染は種の壁の存在によって制限  
を受けているが、VCJDのヒトからヒトへの感染は実質的に萱が低くなっ  
ているように思われる。さらに、コドン129の遺伝型に関係なく、輸血のよ  
うなルートによって、VOJDの2次感染が起こりやすい可能性がある。潜  
伏期間の長い疾患はこれらのモデルによって予淵ができ、疾患の伝播  
拡大の危険性や有意な公衆衛生上の問題を示すであろう。  

琴南柳：指摘感賞お7て荊言開指適衰高音新語  
けるHEV抗体の陽性頻應を開重した。その鏑黒、調査した血友病患者  
叩例の内の13例（16．3％）がHEV抗体陽性であった。過去の研究では日  
本人の供血者におけるHEV抗体の陽性卒は3．7ち、透析患者で鋸硝と報  
告されており、血友病患者におけるHEV血液感染の可能性が示唆され  
た。また、他のウイルスマーカーの陽性率についでは、H∈∨抗体閥億例  
と陰性例では羞は見られなかったが、年齢が高い方がHEV抗体彿性例  
の割合が高く、血液製剤によるHEV伝播の時期を示唆する結果が得ら  
れた。  

E型肝炎  
肝臓2006：  

4丁（Supplementl）：  

Al¢8  

‾  
詑篤盲箇酎慧ホモ読繭膏師；葡芯材5花㈲  
とともに、HEVNATスクリーニングを実施し、問診の有効性とHEV感染  
の実態を調査した。緒果は、HEV開掛こ該当したのは丁師名（0．鍋）で、  

E型肝炎  日本輸血学会誌  
2006；52：231  

その内の1名（0．1％）にHEVRN＾が認められた。H亡VNATスクリーニン  
陽性者は20名（HEV問診族生者1名を含む）で、陳性率は1／11，090で  
あった。勝性者の多くはALT値が正常でH〔∨抗体は榛性であった。溝内  
の献血者のHEV RNA陽性率は予想以上に高い。HEV問診や抗体スク  
リーニングはHEVRNA腸佳肴の排除には有効ではない。   

2006／07／11  テクネチウム大凝集人血清ア  
ルブミン（99mTc）  

ヒト血液  第一ラジ  

オアイソ  
トープ研  
究所  

テクネチウ  
ム大凝集人  
血清アルブ  
ミン（99mT¢）   

米国  有効成分  
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生物由来成  
分名  

スルホ化人  
免疫グロブリ  
ンG  

報告者名   

化学及血  
清療法研  
究所  

一般名  乾燥スルホ化人免疫グロブリ ン  
原材料名  原産顔   

米国（ペニ  
ロン）、日  

本（献血ペ  
ニロンー  

Ⅰ）  

出典  概要   

米国で医薬品製造用血兼プールの検体においてPCR法によサ／くルポ  

4  

北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中丁例が  
PARV4およぴPARV5に陽性であった。  

含有区分  有効成分  
／くルポウィル  2006／07／19  Eme曙InfoGtDi＄  

2006；12：151－15  

肝炎  
JInfoctDk2008；  
lさ3：1089－1097  E肝炎患者の血清から、外来DNA断片が得られた。これらの内の一つ  

をNV－Fと名づけたが、部分的オープンリーディングフレームを含み、非  
A－E肝炎患者89例中17例（24．0％）に検出された。NV－F職性点者鱒例中  
49例（75．4％）の血清中に抗NV－F抗体が検出された。また免疫蛍光分析  
により、抗原は患者の肝細胞に存在することが明らかとなった。NV－Fは  
ヒト肝炎に関連する新規の1本鎖DNA断片である。  

ウイルス感染  日本におけるヒトポカウイルス（HBoV）検出状況を鰐査した。2002年10  
月～2003年○月、2005年1月－7月の2シーズンに、小児下気道感染症  
患者318例から搾取した鼻喝渾スワブより抽出したDN∧をPCRし、塩基  
配列を決定した。318例中用例（5．禍）でHBoVが検出され、検出された患  
者の年l削ま7ケ月から3蟻で、検出月は1月から5月に集中していた。  
H80Vは様々な呼吸罫感染症の原因ウイルスになっていると推定され  

た。   

症学会総会・華僑 講演会  

日本オル  
ガノン  

ダナ／くロイドナトリウム  ダナ／くロイド  

ナトリウム  
ブタの小腸 粘膜  へ●ルキ■－、ド  

イツ、フランス、  
スヘ○ィン、オー  
ストリア、オラン  
ダ  

アメリカ合  
衆国また  
はカナダ  

米国、  
．＿ユ■■■－  

ー 
ジランド  

有効成分  蕪‾  好一‾  2006／07／21  

ヤンセン  
ファーマ  

ヤンセン  
ファーマ   

ヤンセン  
ファーマ  
ゲラクソ・  

ムロモナブーCロ3   

ムロモナブーGD3  

ムロモナプーCD3   

A型ポッリヌス毒素  

ムロモナプー  
CD3  

ウシ胎仔血  

清   

ウマ血清   

ヒツジ（血  

液）  

マウス腹水   

ウシ血液  

ウマ血液   

ヒツジく血  

液）  

有効成分   

製造工程  

製造工程   

製造工程   
スミスクラ  
イン  
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生物由来成   
分名  

A型ポッリヌ  

ス毒素  

ウシ（心臓、  

血液、乳、骨  
格筋、膵施）  

原材料名   

A型ボツリヌ  

ス菌  
（Clostridium  
botulinum）  

ウシ（心臓、  

血液、乳、  
骨格筋、膵  
臓）  

報告者名  ゲラクソ・  
一般名   

A型ポッリヌス毒素  原産国  米国  
含有区分   

有効成分  

スミスクラ イン  

米国、カナ ダ、オーストラ リア、ニュー  
ゾーランド、ア  

ルセ●ンチン、 ブラゾル、ウ  
ルグアイ  
該当しな い  

該当しな い   ＿ユー  

ジーラン  
ド、オース  
トラリア、  
米国及び  
カナダ  

＿＿ユー  

ジーランド  

百方グデ  
イ、ニュー  
ジーランド  

日本  

製造工程  ケラクソ・  A型ボツリヌス毒素  

スミスクラ イン  

ノポノル  

ディスク  
ファーマ   

ノポノル  
ディスク  
ファーマ  

ノボノル  
ディスク  
ファーマ  

エブタコケ アルファ（活性型）  

（遺伝子組換え）  

エブタコグアルファ（活性型）  

（遺伝子組換え）   

エブタコグアルファ（活性型）  

（遺伝子組換え）  

エブタコケ  
アルファ（活  

性型）（遺伝  

子紐換え）  

ブタ膵臓  
（抽出物）   

ウシ血液  

‾t  

盲プラヨグ  
アルファ（活  

性型）（遺伝  

子組換え）  

ブタ膵臓由  
来トリプシン   

ウシ胎仔血  
清  

有効成分  
斎‾  2006／07／24  

2006／07／24  

2006／07／24  

ノポノル  

ディスク  
ファーマ  三菱ウエ  

ルフアー  

マ  日本製薬  

エブタコケアルファ（活性型）  

（遺伝子組換え）   

アブロチニン製剤  

乾燥人血液凝固第Ⅸ因子複  
合体  

ウシ血液  

ウシ肺  

人血液  

ウシ新生仔  
血清   

アブロチニン  

液   

血液凝固第  
Ⅸ因子複合  
体  

2006／0了／24  

2006／07／24  

英国における川VおよびA】DSの四半期最新惰制（2005年12月未までの  

データ）。HIV診断総数は増加を続けており、2005年度lま7．700例を越え  
ると予想される。2004年から2005年のHlV診断数増加の大部分は男性  
と性交渉を持つ男性が占める。現在のところ2005年の新規の刃DS診断  
数は474例であった。1982年のサーベイランス開始以降の美園での累  
計はHIV診断数78．850例、AIロS診断赦21朋8例となった。  

CDRWeekly2006：  
16（4）HlV／S¶s  

Repo「ts  

6ケ月間にわたり血液疾患点者に投与された合計2123の血液製剤につ  

いて、／くルポウイルスB柑DNAの有無をPCRにより調べた。その精巣、  
21製剤（1％）が陽性であった。拭験期間中114例の患者のうち14例が  
B19DNA陽性の血液成分を授与されたが、急性B19感染症を呈した患  
者はいなかった。   

伝染性紅斑  Transfusion2005；  
45：1811－1815  
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感農根津哨   

兵型クロイツ  

級褒  

美酋苛：襟首砺誘惑1訂訂蒔築造口許芋＝芥言お苗雇藤茄打  
を輸血された患者が、8年後にvCJDと診断された。これは英国において  
輸血伝播によると思われるvCJD感染の3症例目である。  

出典  

CDRWoek】y200¢； 1¢（6）  

フェルトヤコブ 病  

E型肝炎  日本赤十字社  
http：／／YYWVJ．mhlw．  

gojp／shingi／2006  
／01／dt／＄0128－  

10eO5．p肝  

北海道赤十字血液センターで、献血者のHEV保有状況を調べた。平成  
16年11月1日から平成1丁年10月31日にブタ、シカなどの生肉、生レー  
バーの喫食歴のある献血者は2≦吼790人中802人（0．2的）で、その血液  
検体からHEV－RNAが1例検出された。平成17年11月1日から12月31日  
に生肉、レバー、ホルモンの喫食歴のある献血者は49朋1人中13朋5  
人（28．0射で、その血液検体からHEV－RNAが5例検出された。平成17年  
1月1日から12月31日に、試行的HEV20プールNAT検査を行ったところ、  
295．442人中30人が腸性で、約1／10000の悌性率であった。  

異型クロイツ  美白は、柑90年代に輸出された英国製の血液製剤からのvCJD感染の  
危険性について、輸出先の1咄層に連稲を行った。輸血を介したvOJD  
感染は英国では3例報告されており、未発痘の感染者からの供血によ  
り引き起こされる災宰の「第二の波Jが懸念される。最も危険性の高い  
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、インド、ヨルダン、オ  
マーン、シンガポールに予防積層をとるよう勧告した。  

The Guardian 

2008年5月2日  

http：／／www．guardi  

an．c0．uk／什ontpag e／stoけ／0，，176553 1，00ムtml  
フェルトヤコブ 病  

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡L  
た5歳の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血焚lまH5Nlインフ  
ルエンザウイルス陽性であった。発育鶏卵培毒によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、A／Thajland／NK165／05acce＄Sionn0．  
ロQ37259ト8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）遺  
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特徴と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005H5Nlと同じアミ  
ノ酸欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。   

2008；12：104ト  

EmergI扉ectDis  1043  

■…  
打茄  塵嬰製薬  之き卓見＿＿  インターフェロンベータ  
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生揚由無頑  
分名  

カルポキシ  
ペプチターゼ  
インターフェ  
ロン ベータ  

ウシ血清  

報告者名   

持田製薬  

一般名   

インターフェロン ベータ   

インターフェロン ベータ   

インターフェロン ベータ  

原産函   

米国   

日本   

＿ユー■■‾  

ジーランド  

原材料名   

ブタ膵臓   

ヒト線維芽  
細胞  
ウシ血液  

含有区分   

製造工程   

有効成分   

製造工程  
持田製薬  
持田製薬  

http：／／ww．0ie．int  

／M閃8ageS／06030  0】E   9SUE．htm  
スウェーデンでBSEが初めて報告された。V8Stm別1land都の1994年3月  
生まれの食肉用交雑種雌牛で、乳熱線に後ろ足の閉場で処分された。  
迅速検査で喘性捜すぐに、同じ群れのウシは制限下に置かれた。診断  
は国立獣医学研究所と英国の0肥Refer引1∽研究所で行われた。危険  
動物の同定と附こ関する調査はEU法に準じて行われる。  

持田製薬  インターフェロン ベータ  
インスリン  

ウシ膵臓  OIE  
ht匝：／／www．0ie．int  

／M郎SageS／06030  

SSUE.htm 

スウェーデンでBSEが初めて報告された。Vastmanland都の1994年3月  

生まれの食肉用交雑種雌牛で、乳熱後に後ろ足の問題で処分された。  
迅速検査で陳性壊すぐに、同じ群れのウシは制限下に置かれた。診断  
は国立獣医学研究所と美園の0】ERefer¢n∽研究所で行われた。危検  
動物の同定と餌に関する調査はEU法に準じて行われる。  

持田製薬  
①インターフェロンアルファ  
（BALL－1）  

②インターフェロン ベータ  

人血清アル  
ブミン  

ヒト血液  
①米国 ②日本  添加物、 製造工程  厚生労働省 平成  

18年1月川日  
http：／／ww．mhlw．  
gojp／houdou／200  
¢／01／hOllO－  

4．html  

平成17年¢月以降、高病原性鳥インフルエンザが確認された茨城県及  
び埼玉県の養鶏場の従業員等及び防疫業者の一部に対し、感染症の  
有東を確認するために健康状態及びウイルス検査を実施したが、イン  
フルエンザ様症状を示す者はなく、PCR検査によるウイルス遺伝子検  
査の結果はすべて陰性であった。また、血清中和抗体検査では、第1回  
抗体検査と寮2回抗体検査との間で4倍以上の抗体価上昇が15例で見  

られた。全体としては353名中77名が陽性と判定された。  

2006／07／25  

細菌感染  第乃回日本感染  50年ほど前に人工気胸術を受けた後、慢性被包化膿胸となり、噴、  
かっ痍が続いていた77歳女性が、発熱および病状の悪化のため緊急  
入暁した。かつ癖検査を行ったところ、抗酸菌が検出され、分離菌は  
Mycobacteriummageriten8eと同定された。本症例は日本におけるヒト  
の本営感染症の第一例日である。   

症学会西日本地  
方会総会 2005年  
11月17－18日  
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J、  

出典  概要   

美園で、献血の20ケ月後にvCJDを発症したドナーからの血液く赤血球）  
を輸血された患者が、8年附こvCJDと診断された。これは英国において  
輸血伝播によると思われるvCJD感染の3症例日である。  

CDRWeekly2006：  
16（8）  

フェルトヤコブ 病  

Barton釧88l細t血は野生ウサギに膏血症を引き起こすが、フランスで  
74戴の心内膜炎の男性患者から本革が初めて同定された。この患者  
は3週間の発熱で入院し、弛張熱、喀血性の噴、心雑音、脾腫、下肢水  
腫などを呈し、大動脈痛と大動脈弁輪周囲の膿瘍を有した。患者はウ  
サギの飼育を担当していた。本菌は血清学的方法、培養、また大動脈  
弁切片のPCRにより同定された。  

細菌感染  JC“nMkrく血ioI  
2006；44：278－279  

2004年12月に呼吸困難、意托障害で入焼した9ケ月の男児の便からE  

型ボツリヌス毒素とE型ポッリヌス産生性Clostridjumbutyricumが検出  

され、本菌による乳児ボツリヌス症と診断された。感染源検査の結果、  
患者自宅の風呂排水口から同一の菌が検出された。本症例は日本で  
初めてのC．butyri¢umによる乳児ボツリヌス症と考えられる。  

1ASR200¢：27： 46－48  

2005年3月28日から2008年2月12日の間、フランス領レユニオンで1722  
例のチクンケンヤが報告された。数学的モデルからの推計では2005年  
3月以降、11万人がチクンケンヤウイルスに感染した可能性がある。南  
西インド洋の他の国でも報告があった。チクンケンヤは死に至ることは  
希であるが、WHOは調査団庖派遣する計画である。  

ウイルス感染  WHO2006年2月  

17日  

http：／／www．whojn  

t／GSr／don／2008♪  

2＿17a／enパndex．ht  

ml  

された。この男性の血液や血燥を輸血された患者2名がHⅣを発症し  草花石膏前頭衛三河蒐守硬玉t：灘肺葉必読被青1徹  た。   
HlV  AABB Weehly 

Repo止12（13）  
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概要   

日本におけるヒトポカウイルス（H80V）検出状況を調査した。2002年10  
月～之003年9月、2005年1月～7月の2シーズンに、小児下気道感染症  
患者318例から採取した鼻咽胡スワブより抽出したDNAをPCRし、塩基  
配列を決定した。318例中18例（5．7†i）でHBoVが検出され、検出された患  
者の年齢lま7ケ月から3歳で、検出月は1月から5月に集中していた。  
HBoVは様々な呼吸器感染症の原因ウイルスになっていると推定され  

た。  

感染症モPT）   

ウイルス感染  

出典   

第80回 日本感儀  
症学会輸会・学術  
講演会（2006年4  
月20－21日）  

2006；12：104ト  

E汀Ierg】nfeGtDほ  1043  

タイで2005年11月28日にトリインフルエンザを発病し、12月7日に死亡し  

た5歳の少年の血液検体を調べた。RT－PCRにより、血楽はH5Nlインフ  
ルエンザウイルス犠牲であった。発育鶏卵培養によりウイルスを分離  
し、遺伝子配列を決定したところ、A／Thail抑〟NK165／05ac¢¢S8ionno．  
DQ37259卜8であった。ヘムアグルチニン（HA）とノイラミニダーゼ（NA）遺  
伝子について系統遺伝学的分析を行ったところ、HAは2004N5Nlとは  
異なり、2004年初めにタイで発生した野鳥のインフルエンザウイルスの  
特称と同じであった。NAはタイで分離された2004－2005H5Nlと同じアミ  
ノ散欠損を示した。本症例では血液中にウイルスが存在したことから、  
感染者の血液の取り扱いは注意深く行うべきである。   

ペプシン処理人免疫グロブリ  
ンG  

■才罰r‖‾  ブタの胃  
米国  製造工程  

蕪‾‾  ZJBベー  
リング  

2006／07／25  
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♪I  

生物由集成  
分名  

ペプシン処  
理人免疫グ  
ロブリンG  

概要  

－■■●■■－●■t－－－－－－■－－■■－■■一－●－－一一－－t■■－－－－■一一一－■■一－－－■●－－■■－－一－－－・－－－－一一－－●■－■■  

米国で医薬品製造用血渠プールの検体においてPCR法により／モルボ  

ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血渠はヨーロッパと  
北アメリカで集められたものである。その縮果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV引こ陽性であった。  

出典  

含有区分  有効成分  
ヒト血液  原村劉名  

原産国   

米国、ドイ  
ツ、オース  
トリア  

報告者名  ZLBベー リング  

一般名   

ペプシン処理人免疫グロブリ  
ンG  

パルボウイル  Emorglnfe（；tDi＄  

2006：12：15ト154  
2006／07／25  

＿＿＿＿■■＿＿＿＿■■＿＿■■－．■－一■■■●■■■－●－■■■■■■■一－■■●■－■一●■■－■■l■■●－一一一一■■■■り■■■■■■■■■■■一■■■－t■  

ヒトにおけるVe扇vれ戚感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血  
液検査研究所で1996年から1999年に供血青から集められた血清765  
例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で  
12～（3了4例中44例）、高ALT僅群で21％（350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で2鍋（41例中12例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。さらに、RT－PCR試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．鍋）が陽性であり、既知のVesiviru＄と  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVesivirusに感染したヒトも、またVe8iv血sウイルス血痕者もいることを  
示している。  

ウイルス感染  JMedViroI2006：  
丁8：883－701  

■●■－－■■一－●■■■■－■■●■■－■－－－－－■－一一一一－－－■－●－■■－●－－－－－－■■－■－－－－－－－－■■■■■■■■■●－■  

米国で医薬品製造用血衆プールの検体においてPCR法によりパルボ  

ウイルス（PARV4）遺伝子の検出を行った。これらの血雅はヨーDツ／くと  
北アメリカで集められたものである。その結果、137プール中7例が  
PARV4およぴPARV5に陣性であった。   

‾   ／くルポウィル ス  宥‾  蘇‾  
有効成分   

乾燥濃縮人  
アンチトロン ビンⅢ  

ヒト血液  米国、ドイ  ツ、オース トリア  乾燥濃縮人アンチトロンビン  
Ⅲ  

Emo帽Infe¢tDis  
2006；12：1引－154  ZLBベー リング  
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感染症紳Tき  概要   

ヒトにおけるVesivirus感染を調べるために、米国オレゴン州の赤十字血  
液検査研究所で1996年から1999年に供血青から集められた血清785  
例について検査した。その結果、抗体陽性率は、健常ドナー群で  
12％（374例中44例）、高ALT値群で21％（350例中73例）、感染が原因と  
疑われる肝炎患者群で29％（41例中12例）、輸血または透析に関連した  
肝炎患者群で47％（15例中7例）であった。さらに、RlトPGR試験を実施  
した112血清検体の内11検体（9．8％）が喘性であり、既知のVe8ivirusと  
関係があった。これらのデータは、検査された血液ドナーの中に、過去  
にVesivirusに感染したヒトも、またVesivれ帽ウイルス血症青もいることを  
示している。  

出典   

JMedViro12006：  
78：893－TOl  

日本ケミ  
カルリ  

サーチ  

ミリモスチム  
ヒト血清アル ブミン  

ヒト血液  日本  厚生労働省 平成  
18年1月10日  
http：／／www．mh加，  

gojp／houdou／200  
8／01／hOllO－  

4．html  

平成17年8月以降、高病原性鳥インフルエンザが確認された茨城県及  
び埼玉県の養鶏場の従業員等及び防疫業者の一部に対し、感染症の  
有無を確認するために健康状態及びウイルス検査を実施したが、イン  
フルエンザ様症状を示す者はなく、PCR検査によるウイルス遺伝子検  
査の縮果はすべて陰性であった。また、血清中和抗体検査では、第1回  
抗体検査と第2回抗体検査との間で4倍以上の抗体価上昇が柑例で見  

られた。全体としては353名中77名が喘性と判定された。  

添加物  
200¢／07／26  

日本オル  
ガノン  

下垂体性性腺刺激ホルモン  
胎盤性性腺刺激ホルモン  

英国は、1的0年代に輸出された英国製の血液製剤からのvCJD感染の  
危険性について、輸出先の川カ国に連絡を行った。輸血を介したvcJD  
感染は英国では3例報告されており、未発症の感染者からの供血によ  
り引き起こされる災害の「第二の波」が懸念される。最も危険性の高い  
ブラジルとトルコや、ブルネイ、アラブ首長国連邦、インド、ヨルダン、オ  
マーン、シンガポールに予防措置をとるよう勧告した。  

’‾  
否〒壷葎確  
性腺刺激ホ  
ルモン②胎  
盤性性腺刺  
激ホルモン  

①更年期婦  
人尿②妊婦 尿  

（丑オラン ダ②ブラ ジル  

欝‾‾  異型クロイツ  
有効成分  

宥‾‾  The Guardian  
2006年5月2日  
http：／／www．guardi  

8∩．CO．uk／什ontpag  

e／stoⅣ／0‖176553  

1－00．html  

フェルトヤコブ 病  

ウイルス感染  カナダPublic■  

HeatthAg引1GyOf  

Canada2006年5  
月11日  

インド洋南西諸島で2005年3月から200¢年4月22日までの間に公式に  

報告されたチクンケンヤ感染例は38丁7例であるが、実際には255000例  
に達すると思われる。ヨーロッパでは帰国者による輸入例が報告されて  
いる。インドでは2005年12月以来、チクンケンヤウイルスのアウトブレイ  
クが報告され、2006年4月20日現在、153324例に達する。カナダ公衆衛  
生局は旅行者に対し、蚊に刺されないように等、注意を呼びかけてい  
る。   

ゼリア新  

薬工業  結核菌熱水 抽出物  
Z－100原液  日本  

有効成分   
2006／07／26  
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曙■  

生揚由来成  分名 全卵液  
撼染頓償叩  

原材料名  全卵液  原産昏  日本  
出典   

WHO／CSR200（‡  
年1月一日  

概要   

－・一■■－－－■■■■■■－－■■■■■t一■■●－－■■－－■■■■■－■■■■■－－－1■■●■■■－■■－1■■－－■■－’…－■■t■・l■■●■－l■■■■■  

トルコ保健省は、H5Nlトリインフルエンザウイルスに感染したヒト2例を  
更に確定した。5裁と8歳の小児で、両症例とも入院中である。当局によ  
るとVan地方の病院では30人余の患者が治療を受けており、H5Nl感染  
の可能性を評価中である。感染は病気の寄寓との棒触により起こった  
ことが明らかとなっている。  

含有区分  

ゼリア新 薬工業  
2006／07／26  

WHO／CSR2006  
年2月2日  

1月17日に重症の呼吸器疾患で死亡したイラク北部の15歳の少女が、  
イラクで初めてのH5Nlトリインフルエンザウイルス感染ヒト症例であるこ  

とが確定した。更に2検体が確定診断のため英国の研究所に送られて  
いる。イラクでは寄寓でのアウトブレイクは確認されていない。  

テ否万六荊赤盲斉薗お玩萬軒三蔑苫前左手i届商お斬蒔瀞  
がH5Nlトリインフルエンザ陽性であった。5例は死亡例であった。陽性  
例中¢例は南東部の＄巾anRayonにある小さな部落に住んでいた。  
Saレanでの調査で、死んだ白鳥の羽を採る作兼が若い女性によって行  
われることが明らかとなり、感染症例の大部分が柑から20鰻の女性で  
あることから、関連を調査中である。  

エジプト保健省によりH5Nlトリインフルエンザ感染であると以前報告さ  

れた4症例について、全例がH5Nl陽性であったことが英国の研究所で  
確定された。2例は死亡し、他の2例は回復した。エジプトは、200さ年12  
月にべトナムで始まった現在のアウトブレイクで、ヒトでの確定症例を鞘  
肯する9番目の国である。   

WHO／OSR2008  
年4月3日  

アポット  
ジャパン   

6   

ジヤ／くン  

アポット・  
ジャパン  

パリビズマブ（遺伝子組換え）  

パリビズマプ（遺伝子組換え）   

パリビズマブ（遺伝子相換え）  

パリビズマブ  
（遺伝子組  

換え）  

マウスミエ  

ローマ細胞  
トランスフェ  
リン  

ドイツ  

米国  

．＿一ユ■  

ジーランド   

有効成分  ●‾  

蕪  

●‾  

蕪  

‾  
嵩  

2006／0丁／28  

マウス培養  

細胞株 ウシ血液  

製造工程  
200¢／07／28  8030   

製造工程  
2008／07／28  
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生物由来成  
分名  

リボプロテイ  
ン  

ウシ血清ア  
ルブミン  
濃縮リビッド  

報告者名   

アポット  
ジャパン  

9  

ジャパン  
0  

ジャパン  

大塚製薬  

一般名   

パリピズマブ（遺伝子組換え）  原棺制名  ウシ血液  
原産沓   

オーストリ  

ア、  
＿ユー  

ジーランド  

．．＿ユ■  

ジーランド  

オーストラ  

リア、  

＿ユ■  

ジーランド  

日本  

含有区分  

2006／07／28  

パリビズマフ（遺伝子組換え）   

パリビズマブ（遺伝子租換え）  

ウシ血液   

羊毛  

製造工程   

製造工程  

2006／07／28  ¢030  

6031  2006／07／28  

インターフェロン アルファ  
（8AしLl）  

インターフェロン アルファ  
（BALL－1）  

インターフェ  
ロン アル  
ファ（BAL卜  

1）  

ウシ胎仔血  
清  

ヒトリンパ芽  
球細胞株  

ウシ血液  

有効成分  

大塚製薬  
アメリカ、  

オーストラ  

リア、  

＿＿ユ‘■－  

ジーランド  

アメリカ  

製造工程  
蕪‾  2006／07／28  

大塚製薬  
インターフェロン アルファ  
（BAしぃ1）  

インターフェロン アルファ  
（BALL－1）   

インターフェロン アルファ  
（BALL－   

インターフェロン アルファ  
（8ALL－1）  

抗ハムス  

ター胸腺細  
胞ウサギ抗  
血清  

ふ化鶏卵（セ  

ンダイウィル  
スを増殖）  

抗肝N－αモ  

ノクローナル  
抗体  

ウシ乳由来  
カゼイン（セ  

ンダイウィル  
スのポリペプ  
トン）  

ウサギ血液  
製造工程  

蕪‾  2006／07／28  

大塚製薬  

大塚製薬  

大塚製薬  

鶏卵  

マウスハイ  
ブリドーマ   

ウシ乳  

日本  

イギリス  

中国、  
ポーラン  

ド、オース  
トリア、  
．．＿＿ユ■  

日本  

2006／07／28  

2006／07／28  

大塚製薬  
インターフェロンアルファ（B  

AJL－1）  

インターフェロン アルファ（B  

AJL－1）  

ブタ由来酵  
素（センダイ  

ウイルスの  
ポリペプト  

ハムスター  
（ヒトリンパ  

芽球細胞を  
皮下で増殖）  

ブタ膵臓  
製造工程  

大塚製薬  ハムスター  
日本  製造工程  蕪‾  2006／07／28  
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